協議会会議概要
	会議の名称
	第６回座間市病院誘致協議会

	開催日時
	平成２５年９月１３日（金曜）午後７時から午後７時４０分まで

	開催場所
	座間市役所　５階第６会議室

	出席者
	浅利委員、五十棲委員、菅原委員、中川委員、渋谷委員、猪口委員、柴田委員

	事　務　局
	健康部　医療課

	公開の可否
	 ■公開　□一部公開　□非公開　
	傍聴人数　
	０人

	非公開・一

部公開とし

た理由
	 

	議題
	１.病院事業者決定にあたっての経過報告

	資料の名称
	第６回座間市病院誘致協議会次第、座席表、病院事業者決定にあたっての経過報告について、協議会会議概要（第１回～第５回）

	会議の内容

（会議次第及び

発言要旨等）


	１．開会
【議長】

議事に入る前に、会議の公開・非公開に関して、各委員にお諮りしたい。今回の会議については、経過報告であり、協働まちづくり条例第１２条第１項の「審議会等の会議は公開するものとする」に基づき、公開と考えるがいかがか。
【全委員】

　　異議なし。
【議長】

　　本会議は公開とする。
２．議事
【議長】

議題（１）「病院事業者決定にあたっての経過報告」について説明を。
【事務局】
第６次神奈川県保健医療計画で、県央二次保健医療圏に２４２床の不足病床数が示されたことを受け、第５回協議会で委員全員より了承をいただいた病院公募要領にて、平成２５年４月１１日から６月２８日まで公募を行い、「社会福祉法人相模更生会」「医療法人沖縄徳洲会」「医療法人社団葵会」「社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス（以下：ＪＭＡ）」の４法人から応募があった。

選考経過については、まず、評価検討を行うための委員会として、庁内組織として委員５名、さらに、専門的立場から意見をいただくため、法律、財務会計、病院経営、医療の学識経験者５名をアドバイザーとして構成した「座間市公募に係る病院事業者評価検討委員会」を設置した。第１回委員会を４月３０日に開催し、以降、病院事業者のプレゼンテーションとヒアリングを含めて、７月２２日までに計６回にわたり応募病院事業者の提案内容について評価検討を重ね、報告書を取りまとめた。
さらに、法律、財務会計、病院経営、医療に関する学識経験者５名を委員として構成した、附属機関である「座間市誘致病院選考委員会」を設置した。選考委員会では、評価検討委員会の報告書を踏まえて、市長から諮問を受け、第１回委員会を平成２５年７月２３日に開催し、以降、８月１６日までに計３回の審議を経て、８月２０日に答申書が提出され、最終的に市長が決定した。

選考委員会の答申については、市民の期待に応え得る病院事業者として｢ＪＭＡ｣を選考した。理由については、「救急医療における市外搬送率の改善」、「虚血性心疾患・脳卒中等への対応」、「地域医療連携の確保」、「経営基盤の安定性」、「医療従事者の確保」等の視点から、審議を重ねた結果、主なものとして、

（１）安定した経営基盤を有すること。

（２）近隣の海老名総合病院の県央二次保健医療圏での救急医療の実績及び海老名総合病院との連携による虚血性心疾患、脳卒中等への対応など、救急医療体制が座間市民にとって有益であること。

（３）本市が望む３００床規模の総合的病院の実現に向け、極めて具体性のある増床の提案があったこと。

などをあげている。

なお、選考委員会において、今後の病院運営にあたっての付帯意見が付された。
（１）公募要領に沿って提出された提案書及びプレゼンテーションの内容を遵守し、確実に実行すること。

（２）救急患者の８０パーセントの市内受入、小児二次救急医療の実施、ＨＣＵの設置については必ずその実現を図るとともに、血管造影装置の設置等、新病院での急性期医療に対する十分な体制を確保すること。

（３）医師、看護師等の医療従事者の確保対策については、近隣医療機関に影響を及ぼすことがないよう最大限配慮すること。

（４）新病院の運営にあたり、新病院、行政、医師会等との三者によ
る運営協議会等を設置し、定期的に協議すること。
市長の選定理由については、答申書を受け、市長が総合的な判断をした結果、選考委員会の選考は適切であり、その答申を尊重すべきであるとの結論に至り、本市としての病院事業者を答申どおり「ＪＭＡ」に決定したものである。

さらに、付帯意見については、覚書、協定書に反映していきたいと考えている。

今後のスケジュール予定は、９月中旬までに覚書を締結し、９月下旬から１１月下旬までに予定される神奈川県の病床整備に関する事前協議の申出、平成２５年度末までに、県央地区保健医療福祉推進会議、県保健医療計画推進会議、県医療審議会を経て、病床配分の確定を予定している。
今後も課題が存在するが、平成２８年春の病院開業を最短目標とするスケジュールの下に、関係機関に理解と協力を求め、着実に推進してまいりたい。
【議長】

この議題に対するご意見ご質問は。
【Ａ委員】

選考委員会の答申に、「３００床規模の総合的病院の実現に向け、極めて具体性のある増床の提案があった」とのことだが、海老名メディカルサポートセンターの病床が座間市に移転するということでよいか。
【事務局】

　　そのように提案をいただいている。

【Ａ委員】

　　海老名メディカルサポートセンターは海老名からなくなることになるのか。
【事務局】

　　そのとおりである。

【Ｂ委員】

　　海老名メディカルサポートセンターの病床はすべて療養病床か。

【事務局】

　　そのとおりである。

【Ａ委員】

　　療養病床を含めた３００床規模の病院ということでよいか。

【事務局】

　　そのとおりである。

【Ａ委員】
　　具体的な診療科目は決まっているのか。
【事務局】

　　診療科目については、公募要領に基づきＪＭＡから提案をいただいている内容であり、遵守していただくことが条件である。

【Ｃ委員】

　　病院事業者からの提案は、どの程度公開になるのか。

【事務局】

　　病院事業者からの提案は、情報公開条例に基づき対応し、独自のノウハウや経営に関する部分は原則として非公開になる。現在、事務局で内容を整理しているが、ＪＭＡについては、選定された病院事業者であり、意見を聞いた上で、市としては積極的に公開していきたい。

【Ｃ委員】

　　公開できるのはいつか。

【事務局】

　　具体的な日付は決定していないが、覚書締結後になる。

【Ｃ委員】

　　答申の付帯意見にある運営協議会とは、具体的にどのようなことを行うのか。
【事務局】

　具体的な内容については、今後検討することになる。
【Ｃ委員】

病床数２３５床は確実に確保できるということでよいか。

【事務局】

　病床配分を確定するための県の会議として、県央地区保健医療福祉推進会議がある。市としても継続して委員に理解を求め、２３５床すべてを確保できるよう努めていく。
【Ｄ委員】

　　覚書締結の際、パラメディカルの確保対策は具体的に行うのか。
【事務局】

　　当然ＪＭＡの提案にはある。今後、協議していく内容になる。
【Ｄ委員】

　　平成２８年春に向けて、返還予定地の造成は順調か。

【事務局】

　　平成２６年秋に着工、平成２８年春開院を目指し、順調に取り組んでいる。

【Ｃ委員】

　　返還の協定は済んでいるのか。

【事務局】

　　現段階では済んでいないため、共同使用という形で、造成を行っている。

【議長】

他にご意見はあるか。
【全委員】
　　特になし。
３．その他
【議長】

事務局から何かあるか。

【事務局】

事務局から配布した協議会会議概要について、経過は先ほど報告させていただいたが、第１回協議会から第５回協議会までの会議概要を、お手元の資料として報告させていただいた。時間のある時に目を通していただきたい。

また、本日第６回協議会の会議概要については、後日改めて報告をさせていただく。

【議長】

この件に対するご意見ご質問は。

【Ｂ委員】
　　この会議概要は、関係者に見せてもよいか。
【事務局】
　　公募要領に反映している内容であり、問題はない。
４．閉会

【議長】
　　これまで長期に渡り、ご協力、ご提言をいただき改めて感謝を申し上げるとともに、今後ともご指導、ご協力を賜りたい。
これをもって、座間市病院誘致協議会の全日程を終了とし、解散する。
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